　

関西大学では、１９６４年に工業技術研究所（現・関西大学先端科学技術推進機構）を開設し、時代を先取って研究成果を活用した社会還元を実践してきました。また、２０１６年９月には、教員・学生が企業・研究機関の皆さまと対話・交流できる機能を有する本格的なイノベーションの創出拠点として、「イノベーション創生センター」を竣工し、産学官連携のさらなる強化を進めています。同センターで開催する本発表会では、２名の大学研究者より、フッ化物による劣化を起こしにくいインプラント用チタン合金の開発のほか、プラスチック表面にセラミック薄膜を簡便で安価な方法で形成する独自技術などについて講演を行います。研究者との情報交換・産学交流を見据えた人脈拡大の場としてご活用ください。
●　日　　時:　２０１８年３月２７日（火） １４時～１５時３５分
●　場　　所:　関西大学千里山キャンパス・イノベーション創生センター２階
＜大阪府吹田市山手町3丁目3番35号、最寄り駅：阪急千里線「関大前」駅

● 対　　象:　中小・小規模ものづくり企業の方（定員：５０名、1社２名まで。定員オーバーの場合、連絡致します）　
● 主　催： 関西大学・大阪商工会議所
●　受講料： 大商会員・非会員問わずどなたでも無料
●　お申込先： 大阪商工会議所　経済産業部　産業・技術振興担当　担当：牧、吉村　TEL：06-6944-6300
	時　間
	内　　　　　容　

	１４：００～１４：０５
	開催挨拶：大阪商工会議所　経済産業部　産業・技術振興担当課長　吉村 保範

	１４：０５～１４：５０
１４：５０～１５：３５

	「フッ化物による劣化を起こしにくい歯科インプラント用Ti合金の開発」
関西大学化学生命工学部　化学・物質工学科　教授　春名 匠 氏
Tiは，生体適合性に加えて唾液や食物に含まれる成分に対して高い耐食性を示すことから，歯科インプラント用材料として適用され始めている．一方，歯のう蝕を予防する有効な方法として，歯の表面へフッ化物水溶液を塗布する方法がある．ところが，口腔内でフッ化物水溶液の接触によるTi製歯科部材の腐食による劣化問題が報告されている．このような背景から，最近行われているフッ化物水溶液に耐食性を示す新しいTi合金の開発への取り組みを紹介する。

	
	「溶液を原料とする材料合成・加工の独自技術：
ガラス皮膜，セラミック皮膜，熱可塑性高屈折率透明体」
関西大学化学生命工学部　化学・物質工学科　教授　幸塚 広光 氏

溶液を原料とする材料合成・加工ならびにそれに関連する以下の独自技術について紹介する．①プラスチック表面を50～700 nmの厚さの透明セラミックで被覆する技術，②プラスチック表面をガラスに近い硬さをもつ透明シリカ膜や色素高含有シリカ膜で被覆する技術，③皮膜の面内応力を測定する技術，④皮膜の屈折率（膜厚方向で傾斜する屈折率を含む）を評価・測定する技術．



申込ＦAX番号：06-6944-6249 関西大学による研究成果発表会　申込書（※２名申込の場合、複写してご記入下さい）
	会社名
	

	住　所
	（〒　　－　　　　）

	　 フ リ ガ ナ
参加者氏名
	

	電　話
	
	FAX
	

	メールアドレス
	＠

	業　　　種
	卸売業　・　小売業　・　サービス業　・　製造業その他

	従業員数
	1～5人　・ 6～20人　・ 21～100人 ・ 10１～300人　・ 300人超

	資本金　
	資本金なし（個人事業者など）　・　3億円以下 ・　３億円超


＊ご記入頂いた情報は、各主催団体からの各種連絡・情報提供のために利用するのをはじめ、講師には参加者名簿として配布いたします。また、本事業は大阪府の補助金を受けて実施しているため、大阪府へ実施報告をいたします。大商が産学官技術相談窓口で連携する大学や公設試験研究機関、行政機関の各種情報（大商後援事業含む）について、大商からのご案内（Eメールによる事業案内を含む）をする場合にも利用させていただきます。
関西大学による研究成果発表会








～「ゾル・ゲル法」によるプラスチック上でのセラミック薄膜等作製、


チタンーニッケル合金作成によるフッ化物への耐食性向上～








